
464 レーダーで探知された晴天大気中の逆転層
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　〔新刊紹介〕

　　「実用科学英語」（日本科学技術英語研究会編，発行）

　（中央区八重洲田代ビル内）No・1230円，No・2比e円

　国際会議ばやりの昨今である．国粋主義者といえども

英語を使わねばなるまい．実情はと言えば，外国に長期

間滞在した特殊な才能を持つ少人数の語学に堪能な人々

を除いては，日本人の英語を話す能力は未だしの感が深

い．図表を見せたり黒板，こ数式を書いている間はまだと

もかく，口答のみでの質疑応答，討論では意を尽せない

という経験をお持らの方も少なからぬことと思う．

　さて，この実用科学英語ハンドブックシリーズNo・1

はr数・数式・記号及び図形の読み方」と題し，基数・

序数の読み方から始って微積分，立体図形まで多くの例

を挙げて親切な説明が施されている．良く考えてみると
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日本語での初等・中学数学教育においてすら，数式の読

み方はズサンに扱われているようである．“数学は最も

美しい国際語である”などとシャレたことを言う人もい

るが，まずは正確な言葉を使うことが第一であろう．口

頭のみならず，たとえば気象集誌の論文で，数式に関連

した説明文，議論などにも，正確を期する意味で，本書

は参考になろう．同シリーズNo・2はr国際会議・討

論及び対話に必要な英語の決り文句集」で題名どうりこ

れ又豊富な実例を列挙してある．習うより慣れろとは至

言にちがいなかろうが，決り文句はひととおり覚えてい

て損はない．

　異なる言語間の障壁は永遠に越え難い．武力による世

界制覇でも夢みぬかぎり，必要な英語は少しずつでも覚

えてゆくほかはない．　　　　　　　　（廣田　勇）

、天気”15．10．


